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令和７年度広島県立教育センター研究事業

教師一人一人が学び続けるための研究授業の在り方（高等学校）
－ 研究授業における授業参観者の関わりに着目して －

（二年次）



はじめに
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本研究においては、「授業参観者」に光を当てます。研究授業を、そ
こに参加する全ての人にとっての学びの場としていくことを目指します。

授業参観者も
研究授業の当事者です！
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社会関係資本
研究授業によってより豊かになる
教師間の協働、ネットワーク等

人的資本

当事者としての主体性

教師一人一人の継続的な学び

意思決定資本
授業を見る視点を明らかにした授業参観、記録に基
づく解釈、自身の経験や実践と照らし合わせた省察

広島県立教育センター教科教育部(令和７年)：
「教師一人一人が学び続けるための研究授業の在り
方（高等学校）－ 研究授業における授業参観者の関
わりに着目して －」（一年次）
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/educenter/r0
6kennkyuu.html

一年次の研究から

QRコードAI生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。
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〇自身の課題意識に基づき、日常的に他
の教員の授業を参観したり、課題解決
につながる情報を収集したりする。

〇教員間で、日常的に授業改善に
向けた交流を行う。

本研究における目指す教師の具体的な姿（例）

一年次の研究から
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一年次の研究から
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＜本研究における研究授業の定義＞

授業改善を目的として教師間に公開される
授業を中核とした協働的な学びの場であり、
事前・事後協議等の一連の取組や、授業後に
行われる授業改善に向けた継続的な取組も含
めるもの。



〇「研究授業に係るアンケート」
（事前）を県内16校で実施して
得られた回答結果（n=243、回
答率：51.6％）を分析・考察し、
明らかになった課題と先行研究
を根拠として仮説を設定。

〇「授業参観者の手引き1.0」を作成し、実
践研究協力校においてこれを用いた研
究授業等を実践し、実践レポートを作成。

〇協力校の取組を踏まえ、「手引き1.0」を
改訂し、「手引き（暫定版）」を作成。

〇事後調査の結果の分析・考察、及び追跡調
   査を実施。それらの結果に基づき、「手引
   き（暫定版）」を改訂し、「授業参観者の手
   引き」を作成し、提案。
○教師一人一人が学び続けるための研究授
業の在り方について考察し、論文にまとめ
る。

Ｒ７教科教育部研究 ３年計画（Ｒ６～Ｒ８）におけるアプローチ

主題設定・文献研究・視察

Ｒ６（一年次） Ｒ７（二年次） Ｒ８（三年次）

仮説の設定 実践 仮説の検証・手引き完成

仮説に基づく「手引き1.0」作成

＜研究仮説＞
①授業を見る視点（スコープ、フォーカス、レンズ、スタンス）を明らかにすることを促すツールを活用すること
により意思決定資本を豊かにすることができる。また、授業参観者の質の高い省察を促すツールの活用や
場づくりを行うことにより意思決定資本を豊かにすることができる。
②研究授業に係る協議や相談を促す場づくりを行うことにより社会関係資本を豊かにすることができる。

実践レポート 手引き(暫定版)

事後調査及び分析・考察

論文 論文 手引き

仮説検証のためのアンケートを協力校において実施。さらに、協力校から数名の教員を抽出し、インタビューを実施。 7



＜研究授業に意義をもたせるために大切なこと＞

（１）授業を見る視点を明らかにすること。

（２）授業参観者の省察を促す“研究授業に係る
協議や相談を促す場”づくりを行い、教師
間の協働、ネットワークを豊かにすること。

一年次の研究から
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１ 授業を見る視点を
 明らかにする
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授業を見る視点の四つの構成要素

スコープ＝範囲
授業をいかなる範囲で

見ているのか

フォーカス＝焦点
何に/誰に焦点を
絞って授業を
見ているのか

レンズ＝光
いかなる出来事や事実
に光を当てて授業を

見ているのか

スタンス＝立場
いかなる立場で授業を

見ているのか

木村優・岸野麻衣（2019）：「授業研究 実践を変え、理論を革新する」新曜社を参考に作成 10



スタンス

〈立場〉
…個人の関心と思考の拠り所となる

いかなる立場で授業を見ているのか

授業研究と授業参観に臨む参観者の心構え
：授業者と同じ教え手（教師）、子どもと同じ学び手（学習者）、授業の
指導助言者、授業の評定者、自由な参観者等

学校内外の役割
：管理職、主幹教諭、指導教諭、研究主任、生徒指導主事、指導主事、共
同研究者、一時的な参与観察者等

木村優・岸野麻衣（2019）：「授業研究 実践を変え、理論を革新する」新曜社を参考に作成

一年次の研究から
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レンズ

〈光〉
…視線の先にある対象に関心をもち、その意味につい
て分析的な「思考」をめぐらす

いかなる出来事や事実に光を当てて授業を見ているのか

授業に対するあなた自身の関心事や興味（明らかにしたい課題を投影するもの）
：学級の風土や人間関係の特質、グループ間での学習過程の相違、グループ間での
学習の相互評価、グループやペアによる子どもたちの協働学習、子どもの学習意
欲、子どもの思考や判断といった認知の展開、子どもの情動の揺れ動き、教師の
実践知や省察的思考、教師の情動、教師の行為や板書・教材・道具の適切性、掲
示による学習の足場かけ、実際の授業展開と事前の計画との一致性、子どもが授
業で身に付ける能力やその評価方法、予習復習の効果、教科で異なる子どもの学
び方、学校文化の独自性等

一年次の研究から

12木村優・岸野麻衣（2019）：「授業研究 実践を変え、理論を革新する」新曜社を参考に作成



フォーカス

〈焦点〉
…目の中心が対象へと向かう「一筋の線」を意味する

空間的：学級の人間関係、グループ間の相互作用、グループ活動やペア活
動における子どもたちの相互作用、子ども一人ひとりの言動、教
師の一挙手一投足等

物理的：教室のサイズや机の配置、板書の構成、教材や教具やワークシー
トのつくり、掲示の内容、学習指導案の展開、資料の構成等

時間的：実際の授業の展開、授業単元のつながり、授業と他教科の授業と
の関連性、授業と学級コミュニティあるいは学校文化との関連性
等

何に/誰に焦点を絞って授業を見ているのか 一年次の研究から
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スコープ

〈範囲〉
…視線が向かう先の「広がり」を意味する

空間的：学級全体（教師含む全員）、子どもたちの複数グループ、特定の
グループ、ペア、一人の子ども、一人の教師等

物理的：教室、黒板、教材、教具、教科書、ノート、ワークシート、デジ  
タル機器、掲示物、学習指導案、各種資料等

時間的：一時間の研究授業、研究授業を含めた前後の授業、授業単元全体、
授業の年間カリキュラム、学級コミュニティの発展過程、学校文
化の成熟過程等

授業をいかなる範囲で見ているのか 一年次の研究から

14木村優・岸野麻衣（2019）：「授業研究 実践を変え、理論を革新する」新曜社を参考に作成



研究主題に関連して、〇〇に着目して、生徒の立場で

授業を参観しました。ペアトークの中で、△△という

生徒の姿が見られました。このような姿は、□□を行

うことによって引き出されたものだと考えます。

授業者と同じ教え手として、協働的な学びを促す指導

の工夫について学びたいから、グループ活動における

生徒たちのやり取りに着目して授業を参観しよう。

レンズ

スタンス

スタンス

スコープ

フォーカス

レンズ

スコープ フォーカス

事実の記録

解釈

一年次の研究から
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授業参観者の手引き
（暫定版）
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ｐ.５
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ｐ.５
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ｐ.７

学校で設定された研究主題
等との関連を意識する
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ｐ.７

学校で設定された研究主題等との関連を
意識して自身のレンズを調整する
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ｐ.８
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ｐ.11

授業参観者自身
の授業改善に生
かす
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実践研究協力校において
「授業を見る視点を明らかにする」
取組によって得られた成果

【実践研究協力校の情報】

学校名 学科構成 学級数

海田高等学校(全) 普通科・家政科 ２２

賀茂高等学校(全) 普通科 19

河内高等学校 普通科 ６
25
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＜実践研究協力校における実践の過程＞

7月   研究関係者会議にて研究概要、「手引き
1.0」の構成等の説明、協議

8月～ 「手引き1.0」を基に、各校の実態に即し
 て場づくりを工夫し、実践

12月 各校の実践を基に「手引き1.0」を改訂し
 「手引き（暫定版）」を作成



１ 授業を見る視点を明らかにすることについて
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授業のねらいや構成に係る授業者の意図を共有する
ために、授業者があらかじめ入力する。これまでの相互
授業観察票と同じ形式を残すことで、先生方の負担に
ならないよう工夫した。

授業を見る視点の四つの構成要素を整理し、調整す
る欄は、記入しやすいよう選択式とした。

授業参観による気付きや授業者への感謝を伝えられ
るよう、最後の記述欄を大きくした。

「あなたのレンズ（明らかにしたい課題）」の欄は、各
自の課題意識を大切にして焦点化できるよう、フリー記
述とした。

28
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＜研究授業前＞

研究協力を行う前の状況 得られた成果

学習指導案を読むので精

一杯で、他教科について

は理解できなかった。

スタンスを「その教科の学習

が苦手な生徒」とすることで、

参観する上でのハードルが下

がった。

どこに焦点を当てるかに

ついてあまり意識してい

なかった。

授業を参観する際に、どこに

焦点を当てるかを明確にする

ことで頭がクリアになった。
29
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＜研究授業中＞

研究協力を行う前の状況 得られた成果

学習指導案のどこをやって

いるのかということだけを

考えながら見ていた。

他教科の授業であっても自分の立

場から参観することができた。

視点があちこち動いて何を

見ていいか分からないまま

だった。

予めスタンスを決めることで、多

くの気付きが得られ、事後協議後

に話したいことができた。

観察のポイントが絞れず、

曖昧だった。

ポイントを絞って参観することが

できた。
30
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研究協力を行う前の状況 得られた成果

「他の先生方はすごいなあ、

大変だなあ」という感想を

もっていた。

他のスタンスからの気付き

を知ることができ、それを

次回の授業参観に生かして

みようと思った。

観察する項目が多すぎて、

協議内容が取っ散らかった。

協議のポイントが絞られた。

＜研究授業の事後協議及びその後＞

31
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研究協力を行う前の状況 得られた成果

協議内容を今後に生かし

たいが、どう生かせばよ

いのか分からなかった。

他教科の授業であっても自分

の授業に生かせそうなことが

あった。

授業全体に関わる話や、

生徒全体の反応について

の話が多かった。

スタンスやスコープを決めて

いたことで、生徒個々に関す

る具体的な意見がいつもより

多かった。

＜研究授業の事後協議及びその後＞

32
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＜実践研究協力校における取組から＞

授業を見る視点を明らかにすることは、教科
の専門性によらず研究授業に対する心理的ハー
ドルを下げ、焦点化された授業観察や、ポイン
トが絞られた活発な事後協議の実施につながる。

⇒省察の質を高めるなど、意思決定資本を
豊かにすることにつながる

33



２ 実践研究協力校における
 研究授業に係る協議や
 相談を促す場づくりの工夫

34
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＜実践研究協力校における実践の過程＞

実践研究協力校における実践に際しては、
「手引き1.0」を基に、各校の実態に即して
場づくりを工夫した。

●「手引き1.0」（理論とツールキット（授業参観シート等）で構成）

特徴

授業参観者用 先生方の読みやすさ・使いやすさを重視して、内容を精選し、
簡明なものとした。

研修推進者用 研修推進者が研修を企画・運営する際の参考となるよう、
様々な理論や事例を盛り込んだものとした。



２ 教師間の協働、ネットワークを豊かにすることについて

36



＜ケース①＞
〇事前の校内研修会→授業参観→事後協議会の
ように、研究授業における対話の枠組として
フォーマルな場を設定した。

１ 研究推進者が事前の校内研修会を実施した。
(1) 研究授業の当事者としての授業参観者の在り方及び

    授業を見る視点の四つの構成要素について理解する。

(2) 研究主題や授業者の思いについて共通認識をもつ。

(3) 研究推進者が挙げたいくつかの例を基に、授業参観

    者が授業を見る視点の四つの構成要素を明らかにし、

    それらを授業参観シートに記入する。
37

関連するページ
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＜ケース①＞
２ 授業を見る視点の四つの構成要素に基づいて、
生徒の見取りと自身のレンズを通して見たときの
解釈を授業参観シートに記入しながら、一つの共
通の授業を参観した。

３ 事後協議会において、同じスタンスの授業参観者
同士でグループ（３～４名）を編成し、ＫＪ法によ
り良かった点と改善すべき点を付箋に書き出して対
話を行い、整理した結果をグループごとに発表し、
全体共有した。

38

関連するページ
ｐ.８

関連するページ
ｐ.11



＜ケース②＞

〇事後協議の形式を２部制にした。
・第１部：授業を見る視点の四つの構成要素に基づい

た授業参観者中心の事後協議
・第２部：本時の授業が目標に迫ったものであるかと

いう授業者中心の事後協議

〇目的に応じたグループ編成を試みた。
・対話の内容を深める場合 ：専門領域ごとに編成
・日常の対話を促す場合 ：職員室の配席で編成
・多面的、多角的に対話する場合：教科横断的に編成

39



＜ケース②＞
〇心理的安全性を担保した場づくりを意識した。
・話題によっては、「最適解」を求めない。
・デモンストレーションや例示を多用し、ゴール
イメージやプロセスイメージを共有する。

〇教師のアイデンティティを表出させた。
・まとまった時間を取り、教育観や指導観につい
て対話する。

・他教科の教員と教育観や指導観について交流す
る。

40

関連するページ
ｐ.２

関連するページ
ｐ.３



＜実践研究協力校における取組から＞
〇研究授業における対話の枠組として、全体研修会の
ようなフォーマルな場を設定し、意思決定資本を豊
かにすることができた学校では、そのことが教師間
の協働、ネットワークを豊かにすることに有効であ
ることが示唆された。

〇授業参観者自身が、普段の授業において「大事にし
ていること」や「課題に感じていること」について
交流することは、教師のアイデンティティの表出に
つながり、協議を活性化することが示唆された。

⇒社会関係資本を豊かにすることにつながる
41
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３ 今後の展望

42



〇「研究授業に係るアンケート」
（事前）を県内16校で実施して
得られた回答結果（n=243、回
答率：51.6％）を分析・考察し、
明らかになった課題と先行研究
を根拠として仮説を設定。

〇「授業参観者の手引き1.0」を作成し、
実践研究協力校においてこれを用いた
研究授業等を実践し、実践レポートを
作成。

〇協力校の取組を踏まえ、「手引き1.0」
を改訂し、「手引き（暫定版）」を作成。

〇事後調査の結果の分析・考察、及び追跡調
   査を実施。それらの結果に基づき、「手引
   き（暫定版）」を改訂し、「授業参観者の手
   引き」を作成し、提案。
○教師一人一人が学び続けるための研究授
業の在り方について考察し、論文にまとめ
る。

Ｒ７教科教育部研究 ３年計画（Ｒ６～Ｒ８）におけるアプローチ

主題設定・文献研究・視察

Ｒ６（一年次） Ｒ７（二年次） Ｒ８（三年次）

仮説の設定 実践 仮説の検証・手引き完成

仮説に基づく「手引き1.0」作成

＜研究仮説＞
①授業を見る視点（スコープ、フォーカス、レンズ、スタンス）を明らかにすることを促すツールを活用すること
により意思決定資本を豊かにすることができる。また、授業参観者の質の高い省察を促すツールの活用や
場づくりを行うことにより意思決定資本を豊かにすることができる。
②研究授業に係る協議や相談を促す場づくりを行うことにより社会関係資本を豊かにすることができる。

実践レポート 手引き(暫定版)

事後調査及び分析・考察

論文 論文 手引き

仮説検証のためのアンケートを協力校において実施。さらに、協力校から数名の教員を抽出し、インタビューを実施。 43



＜成果の普及＞ ※検討中のものを含む

・手引き（暫定版）のWebページ上での公開
・研究成果に基づく専門講座の実施
・学校（団体）サポート、個人サポートにおける研究成
果の活用

・研究成果に基づく高校教育指導課、義務教育指導課等
との合同研修会の実施

・広島県指導主事等研究協議会における研究成果報告
・全国教育研究所連盟研究協議会における研究成果発表

44



福井大学大学院連合教職開発研究科 
教授・研究科長 木村 優 様

実践研究協力校（海田高等学校、賀茂高等学校、
河内高等学校）の皆様

衷心より感謝申し上げます

45


	スライド 1: 教師一人一人が学び続けるための研究授業の在り方（高等学校） －　研究授業における授業参観者の関わりに着目して　－ （二年次） 
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43
	スライド 44
	スライド 45

